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授賞理由 
  水素は地球中心核の軽元素の有力候補と考えられており，金属鉄中の水素の挙動を調べる目的で，これまで主に純鉄を重水素化した
Fe－D二成分系について中性子線回折実験がなされてきた．一方，地球化学的研究からは，地球中心核の鉄に数wt%のケイ素が固溶して
いることが予想されている．本論文ではそれを踏まえてFe－Si－D三成分系に組成を拡張し，地球の内核を構成する鉄合金の有力な結晶
構造である六方最密充填構造を持つFe 0.95Si 0.05の重水素化物について，高圧高温その場中性子線回折実験を行うことにより，六方最密充
填構造中の四面体間隙（Tサイト）と八面体間隙（Oサイト）における重水素の席占有に関する検討を行っている． 
 著者らは，高圧下800 Kでの加熱による重水素化に起因したFe 0.95Si 0.05の格子体積の膨張を観測し，約2時間保持の後に格子体積の膨張
が停止して定常状態になっていること，およびその後の12時間に亘る中性子線回折プロファイル測定中の平均格子体積と測定後の格子
体積が一致していることを確認した．これらは，重水素含有率一定の条件下で中性子線回折測定が行われたことを保証しており，本研
究で取得された回折データはきわめて質の高いものである．そして，著者らは得られた中性子線回折データのリートベルト解析により，
14.7 GPa, 800 Kにおいて重水素は六方最密充填構造中のTサイトは占有せず、Oサイトのみを占有することを明らかにした．さらに，ケ
イ素を含まない系における先行研究でもTサイトへの重水素の占有が認められないことから，ケイ素の存在がTサイトにおける重水素の
占有に影響を与えないことを示唆した． 
 本研究で得られた鉄ケイ素合金中の重水素の挙動についての新たな知見は，地球中心核のさらなる理解に貢献するものである．また，
結晶構造を解析するために行った高圧高温その場中性子線回折実験としては，現時点で最高記録となる圧力を発生させており，今後の
高圧中性子線回折実験技術の発展に大きく寄与していることも評価される．よって，本論文は日本鉱物科学会論文賞候補として推薦す
るにふさわしいと考えられる． 
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